
医療従事者枠で、新型コロナワクチン接種が済んだ先生方も多い
のではないでしょうか。
私は2008年、米国ワシントン州立大学の薬学部で少し勉強をした

ことがあります。そこで、薬剤師が注射をするなど、米国の薬剤師
活動の革新を行ったとされるドン教授から伺ったお話をきっかけに、
「日本の薬剤師も注射ができるようになろう」と講演などで発言し
てきました。
しかし、そのたびに教育や法律などといった職域の壁にぶつかりま
した。また、新型コロナワクチン接種の状況が見え始めた春ごろ、こ
れをチャンスだと思って「自治体単位で接種者が少ない地域の特例
として薬剤師が接種できるようにならないか」と発言しましたが、賛
否両論を呼んでしまいました。
現在、歯科医師もワクチン接種に協力していますが、普段、注射を

していない歯科医の友人は「習うより慣れる」だと実感を話してくれ
ました。一方、日々注射をしている獣医師の友人は「暴れる動物に
日々注射をしているから慣れている。ワクチン注射も手伝いたいけ
ど、声はかからないかな」と言っており、なるほどと思いました。
薬剤師は新型コロナワクチンの調剤やシリンジへの充填作業とい

う役割として、脚光を浴び始めました。これをきっかけに薬剤師の
職域がもっと広がることを期待します。
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